
 

 

 

令和７年度 第 8回 保土ケ谷区障害者地域自立支援協議会 自主製品販売部会 会議録 

日 時     令和 7年（2025 年）11 月 18 日（火）16：30～ 

開催場所 ゆめ 司会・記録 司会：ゆめわーく  記録：ウイアー 

出 席 者 

区係長・こんがり堂・カルガモの会・ゆめ・希望の家・ゆめわーく・ハンディジャン

プ・スカイキング・ウイアー・第２いこいの家・ダンボのお店・はなかご・さかもと

てらす・ニャトワン・ワークショップ夢 21  

欠 席 者 区社協、トラック、夢 21 上星川 

開催形態 公開（傍聴人：0名）・非公開 

議  題  

1 区役所販売 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 星川駅販売 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1)10 月販売報告 ※別紙資料確認 

スカイキング…完売する事が出来ている。 

トラック…野菜販売が復活し、来客者に好評であった。 

ワークショップ夢 21…さかもとてらすで作成をした豆乳を、加工して焼き菓子を

作ったことで、お客様との話が弾んだ。事務所間や販売部会間でのコラボなどが

進むと、相互にメリットがあるのではないか。 

 

(2)12 月スケジュール調整 ※別紙資料確認 

 

(3)ほどぴー掲示について 

紙媒体（デジタルサイネージ・チラシ）等での使用は許可済み。 

各事業所でもチラシ作成時は、ほどぴーの使用を推奨。 

区でほどぴーの着ぐるみが完成。ただし、着用の条件がある（区役所職員が着用。

また比較的小柄な方でないと着用が難しいなど）。 

貸出等の手順については、今後確認（現在のところ、区役所主催のイベントのみ

利用可）。 

 

(1) 報告 

売上は非常に良好であり、昨年に比べ、10 万円以上増加。 

今年：384,320 円 ・昨年：278,300 円 

参加事業所も昨年の 14団体より増えている。 

 

・他区の情報 

泉区：売上が 48万円以上となり、昨年より大幅増となった。 

4 日目の開催日に、区のキャラクター「いっずん」の着ぐるみが登場し非常に好評

であった。 

来客や学生が写真撮影をするなどし、マルシェの雰囲気作りに貢献をしていた。 

学生ボランティアの参加もあり、にぎわいに貢献をしていた。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 イオン販売 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 西谷浄水場販売 

 

 

 

 

 

 

 

・会場、運営面について 

相談支援からは、一階は暗い事や、時間帯も考慮をとの意見が聞かれた。 

ただし、天候や駅からの導線を考えると、現状の屋根付きスペースの方が最適で

あるとの意見もある。 

相談ブースを設ける場合には、スーパーマーケット側の少し目隠しになる位置の

方が相談しやすい。 

・開催時期について 

他区ではより暖かい時期に開催をした方がいいのではないかとの声もあったが、

過去の気温を考えると、前倒し・後倒しにしても暑い・寒いの懸念がある為、こ

れまで同様 10 月中旬の開催が妥当である。 

・その他 

皆がおそろいのはっぴを着用する事で、一体感がありよかったとの感想をいただ

いた。ただし、他区から参加をする事業所は、着用をしていなかった為、疎外感

を感じる場面もあり。 

 

・春の開催について 

5 月は例年 3日間で開催を行っている。 

秋は 4区合同の為、5日間であるが、春の開催は保土ケ谷区単独での開催となる。 

事業所の参加数によっては参加がまばらな日が出る可能性もある為、今年も 3 日

間で打診する予定である。 

 

(1) 11/12（水）販売報告 

報告書は集計が完了次第報告 

(2) 12/3（水）出店事業所調整 

・スカイキング ・さかもとてらす ・第 2いこいの家 ・ワークショップ夢 21 

・カルガモの会 ・トラック ・ゆめわーく ・夢 21 上星川 

参加団体確定後、チラシ作成を行う。 

(3) 今後予定（1～3月） 

1 月 28 日（水） 2 月 18 日（水） 3月 18 日（水） 開催が決定 

今後のチラシの作成については、カルガモの会で作成をするか、夢 21 上星川の

後任にておこなう予定。 

 

(1) 次回、今後について 

日程については、先方からの返信待ちとなる。 

例年では、第四水曜日で開催をしていたが、1 月はイオン販売の日程と被ってし

まう。参加団体がばらけてしまうリスクがあるが、現状１月開催であればスカイ

キング・はなかご・こんがり堂 3事業所参加予定。 

1 月 28 日で先方の予定が問題なければ、1 月の上旬にチラシ、中旬に販売リスト

（事業所名・商品名・商品数・金額・賞味期限）を作成する。 

食品やお菓子の販売を行う。 



 

 

5 福祉マルシェ 

 

 

 

6 他販売情報交換 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7 各担当から 

 

 

 

 

8 区役所から 

 

9 その他 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福祉マルシェ 

(1)10 月の販売報告等 

(2)12 月の出店調整 別紙資料確認 

 

・スカイキング 二ツ橋支援学校にて年に１度の開催となる交流フェスタに出店

予定 

・希望の家にて、11/5 フェスティバル開催 

駐車場で開催をされた。 

おもちゃ文庫・生活支援と合同での出店となった。 

利用者中心にチラシを配布し、利用者関係の参加が多かった。 

ダンボのお店では、パンを販売し 80 個持っていき、1 時間 30 分で完売。 

来客がパンを直接見て選ぶことができ、好評であった。 

今回好評だったため、1～2か月毎にパンの販売を検討。 

お祭りの形式であれば、駐車場が広いため事業所を増やして開催も可能。 

マンツーマンで販売をするなど、今までの販売会とは違った雰囲気であった。 

今後、参加時ははっぴ着用をする。 

 

販売報告、販売情報  

(1) 会計 10 月分ボラ謝金 

(2)一斉アクションのポスターについて 

残り 3団体の写真を合わせて完成となる。 

 

ほどぴーの着ぐるみについての補足説明。（上段記載） 

 

ポイントカード 

余っている事業所から持ち寄った。 

余ったスタンプカードは区役所販売のロッカーに入れているので、足りない事業

所は活用を。 

 

パンフレット 

区役所販売ブースには店頭にスマイルガーデンホドガヤのパンフレット、福祉の

マルシェやイオン販売、区役所販売の予定表の各チラシを配置する。 

 

各団体にあるパンフレット（第 2版）の数を確認 

区役所、販売ブースにある数、各事業所にある数を計算して、その部数でワーク

ショップ夢 21 のチラシを作成し、差し込む。 

各事業所はパンフレット数を確認し、次回の会議で報告 

 

自立支援協議会 担当者会議に参加 

どのようにして、地域と関わっていくのか。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次回会議          

部会として何ができるのかをグループワークで話し合いを行っている。 

その中で、部会を通してコラボできないかとの意見が出ている。 

計画 

来年度の予算について、区役所の方から提案を頂き、試算をする。 

販売会の予定については今年度と変更なし。 

部会として、地域の方とのかかわりについて、現在のイオン・区役所・ビジネス

パーク・星川駅販売会などが、地域に向けての活動へと直結しているため、普段

の活動が地域と繋がりを作ることが出来ている。 

 

当事者の家族の会 

昼食を用意する際など、夢 21 上星川などから購入をしているが、他の事業所から

も購入をしたいとの話もあった。 

コンビニなどの市販のモノでは量が多いなどの話があった為、料金や量を相談し

て作ってもらいたいとの意見もでている。 

 

星川駅販売にて 

相談ブースなどを活用し、保土ケ谷の社会資源の展示や説明をするブースを作成

し、来客に見てもらえる機会にする意見なども上がっている。 

自立支援協議会の HP やインスタなどを見てもらう機会の一つとなる。 

 

活動コラム 

販売部会での今年度担当分が完了 

 

 

日時： 12 月 16 日（火）16：30〜 

場所：ゆめ 記録：ゆめ 

添付資料 区役所販売（12 月基本型、10 月報告）、星川駅販売報告、福祉のマルシェ（12 月予定表、10 月報告） 


